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みんなで元気いっぱいみんなで元気いっぱいみんなで元気いっぱい

多賀幼稚園  運動会多賀幼稚園  運動会

・30年度決算
・決算特別委員会
・９月定例議会
・予算特別委員会
・行政報告
・行政視察
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・総務常任委員会
・産業建設常任委員会
・子ども議会
・町政を問う(８人が一般質問)
・まち・ひと・しごと！！
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(12人の子ども議員が
　　まちづくりを問う)



30
年
度

決
算
を
審
査

30
年
度

決
算
を
審
査

30
年
度

決
算
を
審
査

決算額55億 5476万円決算額55億 5476万円決算額52億 5871万円決算額52億 5871万円
れ増れ入れ入れり入り入り繰らのらの繰からから　基金か増 基が増が増人住民税が人住人・法人・人・法・個人・法人住民税が増　基金からの繰り入人 法人住民税が増　基金からの繰り入人・法人住民税が増 基金からの繰り入れ法人住民税が増 基金からの繰り入れ個人 法人法人住住民 が増 基金からののが住民税が増 基金からの繰り入れ増増 基金からの繰り入れ増り れれ増が増 基金からのの民税民税法人住民税が増 基金からの繰り入れ法人住民税が増 基金からの繰り入れ基金個人・法個人・法個個 住住住住人人人人人人人人個人・法人住民税が増 基金からの繰り入れ増法人住民税が増 基金からの繰り入れ増れ増れ増入入りりの繰の繰らら基金か基金か増増住民税が住民税が法人法人個人個人・・

軽自動車税・たばこ税軽自動車税・たばこ税軽自動車税・たばこ税ははははははは増増増増
個人・法人住民税が増　基金からの繰り入れ増

軽自動車税・たばこ税は増
個人・法人住民税が増　基金からの繰り入れ増

軽自動車税・たばこ税は増

歳
入
歳
入

・他会計からの繰入金 …………… ５億 9777万円
・前年度からの繰越金 …………… １億  9406万円
・諸収入 …………………………… ２億 　226万円
・分担金及び負担金 ……………………  7306万円
・使用料及び手数料 ……………………  1755万円
・財産収入 ………………………………   769万円
・寄付金 …………………………………   266万円

借入れ金（地方債の新規発行）

３億５５７６万円
・臨時財政対策債 ……………… ２億 1786万円
・社会資本整備 ……………………… 6900万円
・認定こども園園庭整備 ……………  2060万円
・県営ダム改修事業 ………………… 1430万円
　など

町　税

１９億６５３１万円

繰入金他 １０億９５０５万円

・住民税（個人・法人ともに増） 
 　　　　　……… ７億 9097万円
・固定資産税 … １０億 9406万円
　（評価替え、減価償却、除却により減）
・軽自動車税 …………  2840万円
　　　　　　　（台数の増加により増）
　　　　　　　・たばこ税 …… 5086万円
　　　　　　　　　　（加熱式たばこの売上で増）
　　　　　　　  　・鉱産税 …… 103万円

地方交付税

８億
　９３９６万円

（市町村の均衡を
　はかるための交付金）

国庫支出金

７億　６６１万円

（国が使用目的を
　特定した交付金）

県支出金

２億９７３３万円

県税交付金など
２億４０７４万円

（県が使用目的を特定した交付金）

約2.1億円の増加
（前年度比）

策・・策・・対策対交通対交通共交共交公共公共設・公・設・公・建設建館建館民民館公民公民央公央公中央中央中中中中 民民民民央央央央公民館建設・公共交通対公民館建設・公共交通対対対民館建設・公共交通対民館建設・公共交通対民民公民館建設・公共交通対策公民館建設 公共交通対策通対公民館建設・公共交通対策公民館建設・公共交通対策公公 公公公公中央公民館建設・公共交通対策中央公民館建設・公共交通対策中中中中中中 設・公共交通対設・公共交通対共共共共共共央公民館建設・公共交通対策央公民館建設・公共交通対策交中中中中 交交交交交交交交公公 公公 通通通通中央公民館建設・公共交通対策央公民館建設・公共交通対策通対策通対策交交共共公公建設建設館館民民公公央央中中央公民館建設・公共交通対策・・・・
中学校バス購入・道路整備で増加中学校バス購入・道路整備で増加中学校バス購入・道路整備で増加
中央公民館建設・公共交通対策・
中学校バス購入・道路整備で増加
中央公民館建設・公共交通対策・
中学校バス購入・道路整備で増加

歳
出
歳
出

教育・生涯学習 (学校教育など)

健康づくり・福祉

１２億
　　６１６９万円

１３億
  １１７１万円

１５億７１１１万円

防災・行政事務・その他

７億５１５７万円

４億
 ４３４６万円

・総務費 ……………………… ５億 3460万円
・消防費 ……………………… １億 5045万円
・災害復旧 ………………………… 6652万円

将来への積立て

１億１９１７万円
・中央公民館建設 … 4061万円
・まちづくり基金 … 136万円
・公共施設等維持 … 1000万円
・財政調整基金 … 5974万円
・減債基金 … 746万円

（子育て、障害福祉など）

まちづくり

地方債の返済
（元金・利子）

約1.1億円の増加 
（前年度比）

・土木費 …… ３億 9214万円
・農林水産業費
　　　　 …… ３億 　668万円
・環境衛生費
　　　     …… １億 7601万円
・商工費 …………  5422万円
・議会費 …………  7325万円
・上水道繰出金 …  5939万円

◎ 

自
主
財
源
が 

55
・
1
％

◎ 

依
存
財
源
が 

44
・
9
％

 

・
財
政
力
指
数
　
0.7

　
（
需
要
額
に
占
め
る
収
入

　
額
の
割
合
い
。１
を
超
え

　
る
と
財
政
に
余
裕
あ
り
）

 

・
経
常
収
支
比
率 

85.

9
％

　（
一
般
財
源
に
占
め
る
経

　
費
の
割
合
い
。１
０
０
に

　
近
い
と
硬
直
化
）

 

・
実
質
公
債
費
比
率
　
7.2
％

　（
公
債
費
の
占
め
る
割
合
）

財
政
の
構
造
は

　
　
　
　
　（
歳
入
）

健
全
財
政
を
維
持

地
方
債
の
残
高
は

（約8000万円の増収）
（約３億 7000 万円増）

（約 7500 万円増）

（約２億 6700 万円増）

（約 4900 万円増）

30年度　地方債（万円）

新規借り入れ　３億5576

返済（元金）　　４億  134

前年度比 　減   　　4558

現在高　　　５３億  169

 
・
教
育
費
、
農
林
水
産
業
費
、

災
害
復
旧
費
が
大
き
く
増
加

　（
中
央
公
民
館
建
設
、中
学

　
校
バ
ス
購
入
、
林
業
災
害
、

　
土
木
災
害
な
ど
）

 

・
人
件
費
、
扶
助
費　

　（
義
務
的
経
費
）

　
１
・
9
億
円
減
少

 

・
建
設
事
業
費

　（
投
資
的
経
費
）

　
２
・
２
億
円
増
加

歳
出
の
構
成
は

基
金
の
残
高
は

減債基金
財政調整基金
中央公民館建設基金
社会福祉基金
土地開発基金

7966
９億6500
１億2989
１億2259
4319

現在高区　分 （万円）

2議会広報 たが　２０１９年11月3 議会広報 たが　２０１９年11月

決
算
委
員
会

決
算
委
員
会

・社会福祉　　　　　　
　　 …… ６億 4432万円
・児童福祉　　　　　　
 　　…… ５億 7650万円
　　　　　・保健衛生　　　　　　
 　　　　　… 9089万円

中学校通学バス中学校通学バス

・幼稚園 ……………………………  5721万円
・小学校 ……………………… １億 3527万円
・中学校 ……………………… １億 　377万円
・生涯学習 ………………… １１億 6996万円
・事務費 ……………………… １億 　490万円

検診車検診車「多賀結いの森」前道路「多賀結いの森」前道路

地方交付税

１６.１％
地方交付税

１６.１％

町税

３５.４％
町税

３５.４％

国庫支出金

１２.７％

借入金(町債)

６.４％

繰越金 ３.５％

繰入金 １０.８％

諸収入 ３.６％

分担金及び負担金 １.３％

使用料及び手数料 ０.３％

財産収入・寄付金 ０.２％

県税交付金

３.４％

地方特例交付金

 ０.１％

地方譲与税

 ０.８％

県支出金

５.４％
県支出金

５.４％

５５ .１ ％５５ .１ ％４４ .９ ％４４ .９ ％

依
存

財

源

自
主

財

源
歳入歳出

教育費

２９.９％
教育費

２９.９％

土木費　７.４％土木費　７.４％

民生費

２３.２％
衛生費

６.２％

総務費 １０.２％

災害復旧費

　１.３％
借入金返済

（公債費）

８.４％

農林水産費

５.８％
商工費

１.０％

消防費　２.９％

議会費 １.４％

諸支出金

 ２.３％



4議会広報 たが　２０１９年11月5 議会広報 たが　２０１９年11月

集落での話し合い集落での話し合い

八重練の皆さん八重練の皆さん

貯木場貯木場

配食サービス配食サービス

長寿お祝い訪問長寿お祝い訪問

町立図書館町立図書館

ビーチバレーの大会ビーチバレーの大会

Ｂ＆Ｇ海洋センターＢ＆Ｇ海洋センター

危険な空き家危険な空き家

　
　
た
ば
こ
税
収
の
増
加
の

　
理
由
は

　
　
本
数
は
15
万
本
減
っ
た

　
が
、
値
上
げ
に
よ
り
税
額

　
が
増
加
し
た
た
め
。

　
　
選
挙
で
の
、18
歳
、19
歳

　
の
投
票
率
は

　
　
知
事
選
は
、
30
・
0
％

　
県
議
会
議
員
選
挙
は
、

　
30
・
４
％

　
　
空
き
家
の
解
体
費
用
は

　
ど
の
段
階
か
ら
補
助
さ
れ

　
る
の
か

　
　
危
険
度
の
判
定
に
よ
り
、

　
危
険
な
空
き
家
と
判
定
さ

　
れ
れ
ば
補
助
さ
れ
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
の
交
付
数
は

　
　
５
４
９
人
で
あ
る
。
有

　
線
を
通
じ
て
利
便
性
の
高

　
さ
を
広
め
た
い
。

　
　
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
利

　
用
者
数
と
利
用
の
傾
向
は

　
　
３
路
線
で
１
０
７
１
７

　
人
で
、
前
年
か
ら
６
・
２

　
％
増
加
し
た
。
運
転
免
許

　
証
を
返
納
し
た
方
を
中
心

　
に
利
用
が
増
え
た
。

　
　
今
後
の
農
業
の
方
向
性

　
は

　
　
国
で
は
、
農
地
の
集
約

　
化
を
進
め
て
い
る
。「
人
・

　
農
地
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し

　
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
各

　
集
落
に
入
っ
て
、
農
地
を

　
ど
う
し
て
い
く
か
考
え
た

　
い
。

　
　
林
業
で
の
地
域
再
生
の

　
取
り
組
み
、
木
材
の
供
給

　
は
進
む
の
か

　
　
森
林
資
源
循
環
シ
ス
テ

　
ム
構
築
に
向
け
た
ワ
ー
キ

　
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
、
木
材

　
供
給
事
業
化
の
た
め
の
協

　
同
組
合
を
立
ち
上
げ
る
。

　
　
可
燃
ゴ
ミ
が
増
え
て
い

　
る
理
由
は

　
　
宅
地
の
増
加
や
、
生
活

　
様
式
の
変
化
、
な
ど
に
よ

　
る
。

　
　
ゴ
ミ
処
理
場
建
設
の
動

　
き
は

　
　
当
初
、
あ
る
地
区
に
選

　
定
さ
れ
た
が
、
反
対
が
あ

　
り
、
候
補
地
を
４
カ
所
選

　
定
し
な
お
し
て
議
論
す
る

　
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
町
立
図
書
館
の
利
用
実

　
績
は
。
小
・
中
学
生
、
高

　
校
生
へ
の
貸
し
出
し
の
実

　
績
は

　
　
全
体
の
19
％
が
、
小
・

　
中
学
生
、
高
校
生
へ
の
貸

　
し
出
し
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、
平
日
の
下
校
時

　
で
の
利
用
が
少
な
い
。

　
　
旧
中
央
公
民
館
の
備
品

　
は
ど
う
す
る
の
か

　
　
学
校
、
幼
児
教
育
施
設

　
へ
移
管
し
、
活
用
す
る
。　

　
　
残
り
は
各
集
落
へ
周
知

　
し
、
希
望
集
落
に
引
き
取

　
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
中
学
生
の
海
外
研
修
事

　
業
は
今
後
も
継
続
す
る
の

　
か

　
　
事
業
基
金
は
無
く
な
っ

　
た
が
、
教
育
目
的
の
ふ
る

　
さ
と
納
税
や
、
一
般
会
計

　
か
ら
積
み
立
て
を
し
、
事

　
業
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
体
育
施
設
の
利
用
状
況

　
は

　
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
利
用

　
減
。
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
の
利
用
は
町
外
か
ら
の
利

　
用
者
増
。
彦
根
市
の
テ
ニ

　
ス
コ
ー
ト
が
使
用
で
き
な

　
い
た
め
と
考
え
て
い
る
。

行政事務・防災行政事務・防災
（総務・消防・集落支援・
　公共交通・税務・会計）
（総務・消防・集落支援・
公共交通・税務・会計）

（総務・消防・集落支援・
　公共交通・税務・会計）

福祉・健康づくり福祉・健康づくり
（高齢者福祉・障害者福祉・

児童福祉・母子保健・子育て支援）
（高齢者福祉・障害者福祉・

児童福祉・母子保健・子育て支援）
（高齢者福祉・障害者福祉・

児童福祉・母子保健・子育て支援）

教育・生涯学習教育・生涯学習
（幼児教育・学校教育・
図書館・公民館・

博物館・スポーツ・文化財）

（幼児教育・学校教育・
図書館・公民館・

博物館・スポーツ・文化財）

（幼児教育・学校教育・
図書館・公民館・

博物館・スポーツ・文化財）

（万円）おもな決算項目（万円）おもな決算項目

（万円）おもな決算項目

決
算
特
別
委
員
会
 9
　10

 9
　11

（万円）おもな決算項目

ま ち づ く りま ち づ く り
（農林水産業・商工・観光・
土木・環境衛生・災害復旧）

（農林水産業・商工・観光・
土木・環境衛生・災害復旧）

（農林水産業・商工・観光・
土木・環境衛生・災害復旧）

答 問

答 問答 問答 問

答 問

答 問答 問答 問

答 問

答 問

まちづくり活動支援（40集落）
集会所整備へ補助（神田自治会）
防犯灯設置委託料（200基）
選挙費（知事、県議会議員）
福祉バスの運行委託料（115日）
愛のりタクシー事業負担金
路線バス運行補助（4路線）
若者定住支援（85件）
空き家対策（解体補助２件）
６町行政システム共同利用負担金
彦根市消防へ事務の委託
消火栓負担金（水道会計へ）
備品購入（ドライブレコーダー等）
地方債の返済（元金・利子）
基金への積み立て

１９１５
９００
２４０
１０３７
４６１
２０６３
３７４７
５７９
１００
４６２０

１億１１４６
１１４８
３１８

４億４３４６
１億１９１６

配食サービス（9人分）
介護保険事業へ繰出し
後期高齢者医療事業へ繰出し
育児支援（粉ミルク・紙おむつ）
児童手当（0～15歳）
出産奨励祝い金（3人目から）
長寿祝い品・祝い金
社会福祉協議会補助金
シルバー人材センター補助
ふれあいの郷浴室跡改修の設計費
福祉医療費（重度障害、小・中学生）
インフルエンザ予防接種
妊婦健診
不妊治療

２６０
１億１７３３
２９０２
２４３

１億２２６０
５５
９９

２７９１
１０００
１６２
５７９１
６５３
５４３
７２

　
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

　
と
今
後
は

　
　
１
日
２
食
の
配
達
を
シ

　
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

　
委
託
し
て
い
る
。
安
否
の

　
確
認
も
し
て
お
り
、
ひ
と

　
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
心

　
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

　
　
長
寿
祝
い
品
・
祝
い
金

　
の
対
象
者
数
は
。

　
　
減
少
し
た
理
由
は

　
　
90
歳
が
40
人
、
95
歳
が 

　
16
人
、
１
０
０
歳
が
１
人
。

　
最
高
齢
は
１
０
３
歳
で
あ

　
る
。

　
　
減
少
の
理
由
は
、
町
外

　
の
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

　
る
場
合
な
ど
、
対
象
外
と

　
な
る
た
め
。

　
　
ふ
れ
あ
い
の
郷
、
太
陽

　
光
発
電
の
効
果
は

　
　
災
害
時
の
福
祉
避
難
所

　
で
も
あ
る
。

　
　
蓄
電
池
と
し
て
使
用
し

　
て
お
り
、
停
電
時
に
効
果

　
が
あ
っ
た
。

答 問

答 問答 問

がんばる商店応援補助金（5件）
観光名所ライトアップ事業
観光協会への補助
商工会への補助
農村まるごと保全対策補助（17団体）
環境保全型農業交付金（6団体）
中山間地域等交付金（栗栖・霜ケ原ほか）
獣害防止対策補助（16団体）
有害鳥獣駆除業務委託（猟友会）
特産物生産基盤補助（そば・ニンジン）
町産材利用住宅補助（2件）
森林環境学習事業（やまのこ）
高宮池配水ゲート補修工事
道路橋梁費（絵馬通りほか）
中央公民館建設関連工事（歩道、側溝）

１２０３
５００
５３０
７７０
１２１４
１０８４
４０５
３９２
８７１
２２７
２００
９７４
５０９
６１５０
４４０１

新入学生通学助成（カバン、ヘルメット）
多賀ささゆり保育園駐車場整備
大滝たきのみやこども園  園庭整備
小学校防犯カメラ設置（15台）
児童通学バス委託
就学援助（要保護・準要保護児童生徒）
中学校用スクールバス購入（45人乗り）
中学生海外研修（生徒8人）
中学校のタブレット型パソコン
海洋センター艇庫改修工事
スポーツ施設マネジメント計画策定
石仏谷保存整備事業
胡宮神社社務所活用事業　　　
歴史文化基本構想策定業務
町史編さん事業（写真撮影）

８０
６９８
２４５２
２８４
１２３０
６０３
１３４２
４８５
４５７
４４８
４２７
９５２
２３
６５
９９

答 問答 問答 問

決
算
委
員
会

決
算
委
員
会



　
　

町
の
事
業
か
ら
、
協
同

　

組
合
が
主
体
と
な
る
こ
と

　

か
ら
、
今
回
1
1
0
0
万

　

円
減
額
補
正
と
な
る
。
協

　

同
組
合
の
設
立
時
期
は

　
　

現
在
準
備
段
階
で
、
12

　

月
の
予
定
。

　
　

乾
燥
施
設
の
大
き
さ
は

　
　

４
ｍ
の
木
材
が
２
本
入

　

る
よ
う
に
長
さ
は
９
・
１

　

ｍ
。
幅
は
、
横
に
材
木
を

　

出
し
入
れ
す
る
レ
ー
ル
を

　

設
置
す
る
こ
と
か
ら
３
ｍ
。

９
月
定
例
議
会

私たちのまちの
　　　　財政は健全か
私たちのまちの
　　　　財政は健全か
私たちのまちの
　　　　財政は健全か
私たちのまちの
　　　　財政は健全か

◎
一
般
会
計

　

・

　

・
歳
入
決
算

　
　
　

55
億
5
4
7
6
万
円

　

・

　

・
歳
出
決
算

　
　
　

52
億
5
8
7
1
万
円

◎
監
査
委
員
の
報
告

 

・
一
般
会
計
は
２
億
９
６
０

　

５
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。

 

・
特
別
会
計
は
６
５
６
０
万

　

円
の
黒
字
で
あ
る
。

 

・
自
主
財
源
は
約
55
％
で
前

　

年
度
比
は
微
増
で
あ
る
。

 

・
収
支
状
況
は
良
好
で
１
億

　

２
４
７
０
万
円
は
翌
年
度

　

へ
繰
り
越
し
で
あ
る
。

 

・
町
税
の
収
入
率
は
99
・
２

　

％
で
あ
る
。

 

・
実
質
公
債
費
比
率
は
７
・

　

２
％
と
な
っ
た
が
、
健
全

　

財
政
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

代
表
監
査
委
員　

　
　
　
　
　
　

寺
西　

久
和

◎
国
民
健
康
保
険

◎
介
護
保
険
事
業

◎
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

◎
育
英
事
業

◎
多
賀
財
産
区
管
理
会

◎
大
滝
財
産
区
管
理
会

◎
霊
仙
財
産
区
管
理
会

◎
下
水
道
事
業

◎
農
業
集
落
排
水
事
業

◎
び
わ
湖
東
部
中
核
工
業
団

　

地
公
共
緑
地
維
持
管
理

◎
水
道
事
業

◎
一
般
会
計

  　

１
億
５
４
５
９
万
円 

増

◎
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険

  　
　
　
　

４
８
４
万
円 

増

・
介
護
保
険
事
業

  　
　
　

１
９
４
６
万
円 

増

◎
工
場
立
地
法
準
則
条
例

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
◎
印
鑑
条
例

◎
税
条
例
等

◎
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関

　

す
る
条
例

◎
水
道
事
業
給
水
条
例

◎
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

　

業
の
設
備
お
よ
び
運
営
に

　

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　

例
◎
特
定
教
育
・
保
育
施
設
お

　

よ
び
特
定
地
域
型
保
育
事

　

業
の
運
営
に
関
す
る
条
例

◎
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

　

備
お
よ
び
運
営
に
関
す
る

　

基
準
を
定
め
る
条
例

９
月
定
例
議
会

９
月
定
例
議
会

〜

 9
　4

 9
　30

令
和
元
年
度
の
補
正
予
算

を
審
議
・
可
決
し
ま
し
た

条
例
の
一
部
改
正
を

可
決
し
ま
し
た

30
年
度
の
特
別
会
計
決
算

を
認
定
し
ま
し
た

教
育
委
員
に

　

任
命
さ
れ
ま
し
た

教
育
長
に

　

再
任
さ
れ
ま
し
た

県
市
町
村
交
通
災
害
共
済

組
合
が
解
散
さ
れ
ま
し
た

請
願
を
採
択
し
ま
し
た

条
例
を
制
定
し
ま
し
た

30
年
度
の
決
算
を

審
議
・
認
定
し
ま
し
た

◎財 政 構 造 ◎財政健全化判断比率

実質赤字比率
　（赤字額がないので算定されません）

実質公債費比率

将来負担比率

区　　　分 30年度 29 年度 健全化判断指数 30年度 基準
（％）（％）

15.0

25.0

350.0

7.2（良好）

74.7（良好）

自主財源 （町税、繰入金他）

依存財源 （地方交付税、借入金等）

55.1

44.9

54.1

45.9

6議会広報 たが　２０１９年11月7 議会広報 たが　２０１９年11月

おもな内訳 （万円） 令
和
元
年
度 

補
正
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

社会体育施設指定管理料（5 年間分）

広域入所児童扶助（多賀町以外に入所）

粗大ゴミ収集追加費用

米のブランド化対策

ため池防災ハザードマップ作成

芹川ダム耐震化工事への負担金

町産材利用住宅への補助金

木材乾燥施設整備費

防災備品（ヨウ素剤・・全住民分）

住宅リフォームへの補助（7 件分）

災害復旧工事費（林道 権現谷線）

大滝小学校通学バス購入費

中学校楽器購入費（バリトンサックス）

1億5077

1847

　945

　 16

　4100

2652

　 100

▲1100

28

117

407

873

62

予
算
特
別
委
員
会

問答

部活動の充実を部活動の充実を部活動の充実を

バリトンサックスバリトンサックスバリトンサックス

指定管理者制度へ指定管理者制度へ指定管理者制度へ

町民グラウンド町民グラウンド町民グラウンド

待たれる待機児童の解消待たれる待機児童の解消待たれる待機児童の解消

防災のために防災のために防災のために

町産材の活用を町産材の活用を町産材の活用を

木材乾燥庫（イメージ図）木材乾燥庫（イメージ図）木材乾燥庫（イメージ図）

佃池（富之尾）佃池（富之尾）佃池（富之尾）

被災状況被災状況被災状況

権現谷権現谷権現谷

　
　

委
託
料
の
積
算
は

　
　

指
定
管
理
者
の
選
定
時

　

に
提
出
さ
れ
た
収
支
計
画

　

を
基
に
し
て
い
る
。

　
　

指
定
管
理
後
の
使
用
料

　

減
免
制
度
は
ど
の
よ
う
に

　

な
る
の
か

　
　

公
募
時
の
仕
様
書
に
は

　
「
町
が
定
め
る
基
準
を
基

　

に
行
う
も
の
と
す
る
」
と

　

明
記
し
、
こ
れ
を
理
解
し

　

応
募
さ
れ
て
い
て
、
従
来

　

の
通
り
と
な
る
。

　
　

補
正
で
の
広
域
入
所
児

　

童
は

　
　

0
歳
児
2
人
、
1
歳
児

　

8
人
、
2
歳
児
2
人
、
3

　

歳
児
2
人
、
4
歳
児
1
人
、

　

5
歳
児
1
人
の
計
16
人
。

　
　

こ
の
内
、
待
機
児
童
の

　

関
係
で
広
域
入
所
と
な
っ

　

た
人
は
4
人
。

　
　

ヨ
ウ
素
剤
の
保
管
方
法

　

と
保
管
場
所
は

　
　

２
歳
以
下
は
ゼ
リ
ー
状

　

で
１
２
５
人
分
、
３
歳
以

　

上
は
錠
剤
で
常
温
管
理
と

　

す
る
。
保
管
は
、
役
場
庁

　

舎
内
で
と
考
え
て
い
る
。

答

答答

答

　
　

た
め
池
防
災
ハ
ザ
ー
ド

　

マ
ッ
プ
作
成
が
13
箇
所
、耐

　

震
調
査
が
3
箇
所
。年
度

　

内
完
了
か

　
　

耐
震
調
査
で
の
ボ
ー
リ

　

ン
グ
調
査
に
時
間
が
か
か

　

る
が
、
年
度
内
完
了
を
目

　

指
す
。

　
　

林
道
権
現
谷
線
災
害
復

　

旧
工
事
の
内
容
は

　
　

川
側
の
法
面
が
浸
食
さ

　

れ
、
高
さ
３
ｍ
か
ら
２
・

　

５
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁

　

壁
で
復
旧
。

予

算

特

別

委

員

会

 9
　17

答問

問問

問

問

問

答 問 指
定
管
理
者
制
度

指
定
管
理
者
制
度

指
定
管
理
者
制
度

木
材
乾
燥
施
設
整
備

木
材
乾
燥
施
設
整
備

木
材
乾
燥
施
設
整
備

答問答 採 

決

自主財源は町税が 8000万円増収により
約１％増加した。

（
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
に
）

　
　

中
学
校
吹
奏
楽
部
に

　

お
け
る
楽
器
の
購
入
に

　

つ
い
て
今
後
の
方
針
は

　
　

活
動
に
不
十
分
な
楽

　

器
の
購
入
は
、
ほ
か
の

　

部
等
も
考
慮
し
な
が
ら

　

進
め
て
い
く
。

◎
解
散
の
理
由

　

加
入
率
が
低
下
し
運
営
が

　

困
難
に
な
っ
た
た
め
。

　
　
　
　

 

山
中　

健
一　

氏

　
　
　
　
　
　
　
（
栗　

栖
）

　
　

丸
尾　

恭
子　

氏

　
　
　
　
　
　
　
（
多　

賀
）

◎
多
賀
６
３
４
番
地
旧
遠
藤

　

邸
の
建
物
解
体
と
跡
地
の

　

整
備

　
　
　
　

　
　

賛
成　
　

７
人

　
　

反
対　
　

３
人

　
　

棄
権　
　

1
人

き
ょ
う
こ



●●●●●●●●●●●●

通級指導教室通級指導教室

大滝たきのみやこども園  園庭大滝たきのみやこども園  園庭

デジタル
防災行政無線
システム

デジタル
防災行政無線
システム

ドローンの実演を視察ドローンの実演を視察

行

政

視

察

研

修

行
政
視
察
研
修

行
政
報
告

 

・
歳
入
決
算
額
は
55
億
５
４

７
６
万
円
、
歳
出
決
算
額
は

52
億
５
８
７
１
万
円
、
繰
越

事
業
に
充
て
る
財
源
２
１
７

９
万
円
を
除
く
実
質
収
支
額

は
２
億
７
４
２
６
万
円
と
な

り
、
財
政
収
支
の
均
衝
、
歳

出
削
減
努
力
に
よ
り
健
全
財

政
を
堅
持
。

 

・
中
央
公
民
館
事
業

　

３
月
17
日　

竣
工
式
挙
行

　

３
月
23
日　

オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
運
営
。

 

・
公
共
交
通
対
策
事
業

　

大
君
ケ
畑
線
全
線
お
よ
び

萱
原
線
の
一
部
区
間
を
廃
止

し
、
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
運

行
充
実
に
よ
り
代
替
え
を
図

り
、
廃
止
対
象
路
線
13
集
落

で
説
明
会
を
開
催
し
た
。

 

・
大
滝
た
き
の
み
や
こ
ど
も

園
園
庭
整
備
工
事

　

グ
ラ
ン
ド
全
面
芝
生
化
、

ど
ろ
ん
こ
池
設
置
、
森
空
間

エ
リ
ア
の
整
備
完
了
。

 
・「
多
賀
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
計
画
」

　

測
量
設
計
、地
質
調
査
、文

化
財
調
査
な
ど
関
係
機
関
や

地
権
者
に
理
解
を
得
な
が
ら

事
業
進
捗
に
努
め
る
。

■
７
月
30
日　

徳
島
県
那
賀
町

　
▼　▼　

ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

 

・
地
表
か
ら
１
５
０
ｍ
以
上

の
空
域
、
人
口
集
中
地
区
の

上
空
な
ど
飛
行
禁
止
区
域
が

あ
り
、
飛
行
は
日
出
か
ら
日

没
ま
で
、
目
視
で
き
る
範
囲

内
、
第
三
者
ま
た
は
建
物
と

の
間
は
３
０
ｍ
の
距
離
を
保

つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

▼　▼　

特
区
に
選
定

 

・
那
賀
町
は
「
徳
島
ド
ロ
ー

ン
特
区
」と
し
て
、徳
島
県
版

地
方
創
生
特
区
の
第
１
号
に

選
定
「
日
本
一
ド
ロ
ー
ン
が

飛
ぶ
町
に
」
を
合
言
葉
に
町

お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▼　▼　

林
業
分
野
で
の
活
用

 

・
木
材
集
材
用
架
線
の
リ
ー

ド
ロ
ー
プ
展
張
、
苗
木
の
育

成
状
況
及
び
防
護
ネ
ッ
ト
の

破
断
状
況
確
認
、
森
林
密
度

の
調
査
な
ど
が
あ
る
。

▼　▼　

防
災
分
野
で
の
活
用

 

・
大
規
模
災
害
に
よ
る
集
落

の
孤
立
調
査
、
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
し

救
護
活
動
体
制
を
構
築
す
る
。

▼　▼　

鳥
獣
害
対
策

 

・
ド
ロ
ー
ン
の
中
継
に
よ
り
、

猟
犬
に
装
着
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ

マ
ー
カ
ー
の
位
置
情
報
を
取

得
し
、
鳥
獣
駆
除
に
活
用
。

▼　▼　

物
流
へ
の
活
用

 

・
医
師
の
処
方
箋
の
運
搬
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
診
察
で
患
者

は
自
宅
に
い
な
が
ら
医
師
の

診
察
・
処
方
箋
の
受
取
が
可

能
。
買
い
物
弱
者
の
解
決
に

期
待
。

▼　▼　

イ
ン
フ
ラ
設
備
撮
影

 

・
道
路
や
橋
梁
な
ど
で
上
空

か
ら
、
水
面
上
か
ら
な
ど
人

が
入
り
難
い
所
の
撮
影
に
活

用 ▼　▼　

消
防
活
動

 

・
火
災
現
場
状
況
や
火
災
鎮

火
状
況
の
確
認
に
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
消
防
士
の
迅
速

な
行
動
、
安
全
確
保
が
で
き

る
。

▼　▼　

町
の
Ｐ
Ｒ

 

・
加
速
す
る
人
口
減
少
を
食

い
止
め
る
た
め
の
町
お
こ
し

施
策
を
リ
ア
ル
に
紹
介
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ド
ラ
マ
を
作

成
。
四
季
折
々
に
変
化
す
る

美
し
い
大
自
然
な
ど
ド
ロ
ー

ン
な
ら
で
は
の
映
像
を
撮
影
。

■
７
月
31
日　

徳
島
県
石
井
町

▼　▼　

事
業
の
目
的

 

・
大
規
模
な
自
然
災
害
や
弾

道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど
国
民

を
保
護
す
る
情
報
を
的
確
か

つ
迅
速
に
住
民
に
伝
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

・
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
連
動

す
る
こ
と
で
消
防
庁
や
気
象

庁
か
ら
の
国
民
保
護
や
気
象

情
報
を
瞬
時
に
住
民
に
伝
え

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

 

・
町
独
自
の
通
信
機
器
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害

の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
時
や

発
生
し
た
場
合
に
は
、
地
域

の
情
報
に
合
わ
せ
た
避
難
準

備
な
ど
の
情
報
を
住
民
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
、
人
命
を

守
り
災
害
の
拡
大
を
防
止
で

き
る
た
め
、
防
災
情
報
伝
達

の
速
効
性
を
高
め
、
町
の
防

災
対
策
を
よ
り
一
層
強
化
で

き
る
。

▼　▼　

情
報
伝
達
手
段
の
強
化

 

・
防
災
行
政
無
線
は
、
迅
速

か
つ
的
確
な
災
害
・
防
災
情

報
を
音
声
ス
ピ
ー
カ
に
よ
り

放
送
し
、
携
帯
電
話
等
の
情

報
収
集
手
段
が
な
い
住
民
に

も
音
声
放
送
を
通
じ
て
必
要

な
情
報
を
伝
え
る
。

 

・
災
害
に
よ
る
停
電
時
に
も

非
常
用
発
電
機
や
バ
ッ
テ
リ

ー
に
よ
り
３
日
間
は
放
送
す

る
こ
と
が
で
き
、
通
信
機
能

を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
役

場
と
無
線
に
よ
る
双
方
向
通

信
が
可
能
と
な
る
。

▼　▼　

整
備
事
業
内
容

 

・
整
備
対
象
地
域
は
石
井
町

全
域
と
さ
れ
た
。

 

・
親
局
の
整
備
と
し
て
、
庁

舎
屋
上
に
全
方
位
型
ス
ピ
ー

カ
と
非
常
用
発
電
機
、
２
階

に
放
送
室
、
遠
隔
制
御
設
備

子
局
５
箇
所
を
整
備

 

・
総
事
業
費
１
億
９
千
万
円

▼　▼　

導
入
後
の
問
題
点

 

・
放
送
が
う
る
さ
く
て
寝
た

赤
ち
ゃ
ん
が
起
き
る
。

 

・
音
が
う
る
さ
過
ぎ
て
、
精

神
的
に
参
っ
て
い
る
。

 

・
日
に
よ
っ
て
聞
こ
え
な
い

と
き
が
あ
る
。

 

・
雨
戸
を
閉
め
た
ら
聞
こ
え

な
い
。
暴
風
時
に
は
役
に
た

た
な
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

30
年
度
決
算
の
概
要

主
要
施
策
の
概
要

総
務
常
任
委
員
会
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福
祉
保
健
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

税
務
住
民
課
所
管

税
務
住
民
課
所
管

企
画
課
所
管

企
画
課
所
管

産
業
環
境
課
所
管

産
業
環
境
課
所
管

教
育
委
員
会
所
管

教
育
委
員
会
所
管

 

・
旧
公
民
館
の
解
体
は
、
11

月
中
旬
完
了
予
定
。

　

駐
車
場
整
備
工
事
は
来
年

３
月
中
旬
工
事
完
了
予
定
。

 

・
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
利
用

状
況
は
、
４
月
・
５
月
の
２

カ
月
間
で
昨
年
と
比
べ
大
君

ケ
畑
線
は
大
き
な
変
動
な
し
。

萱
原
線
は
２
倍
の
利
用
者
数

と
な
り
代
替
え
公
共
交
通
と

し
て
機
能
し
て
き
て
い
る
。

 
・「
第
６
次
多
賀
町
総
合
計

画
」
の
策
定
は
、
公
募
委
員

４
名
を
含
む
24
名
を
総
合
計

画
策
定
委
員
と
し
て
委
嘱
し
、

２
カ
年
を
か
け
計
画
策
定
を

行
う
。

 

・
近
江
鉄
道
存
続
に
つ
い
て
、

知
事
を
含
め
た
沿
線
５
市
５

町
が
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
協
議
・
調
整
を
行
う
た

め
の「
法
定
協
議
会
」を
設
置
。  

・
30
年
度
の
町
税
決
算
額
は
、

19
億
６
５
３
１
万
円
、
前
年

度
と
比
較
し
４
・
１
％
の
増

収
。
町
税
全
体
の
収
納
率
は

99
・
２
％
と
前
年
並
を
維
持
。

 

・
桶
田
集
落
に
お
け
る
落
石

災
害
箇
所
の
現
地
調
査
で
、

新
た
な
落
石
の
可
能
性
が
あ

る
岩
が
判
明
。
事
業
規
模
が

想
定
以
上
と
な
り
、
２
カ
年

に
分
け
事
業
を
実
施
。

 

・
町
道
富
之
尾
四
手
線
地
す

べ
り
災
害
復
旧
工
事
は
、
９

月
末
予
定
の
工
事
完
了
と
共

に
通
行
止
め
解
除
。

町

長

の

行

政

報

告 7
　30

 7
　31

 

・
農
業
関
係
は
、「
米
の
高

付
加
価
値
化
（
ブ
ラ
ン
ド

化
）」
や
「
そ
ば
の
ブ
ラ
ン
ド

化
」
の
さ
ら
な
る
推
進
に
取

り
組
む
。

 

・
芹
川
ダ
ム
耐
震
改
修
工
事

は
、
県
営
で
実
施
さ
れ
、
令

和
３
年
度
完
了
予
定
。

 

・
林
業
関
係
は
、
木
材
乾
燥

施
設
整
備
に
つ
い
て
、
事
業

主
体
を
町
か
ら
民
間
事
業
体

へ
変
更
し
、
補
助
金
と
し
て

支
出
。

 

・
観
光
関
係
は
、
９
月
23
日
、

佐
目
区
の
十
二
相
神
社
で

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
実
施
。

 

・「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
に
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
ジ
ャ
イ
カ
）
よ
り

研
修
生
12
名
が
視
察
、
町
の

「
元
気
長
寿
を
目
指
す
介
護

予
防
の
取
り
組
み
」
が
世
界

に
発
信
で
き
た
。

 

・
学
校
教
育
課
で
は
、
小
中

学
生
に
よ
る
「
子
ど
も
議

会
」
を
７
月
29
日
に
開
催
。

 

・
土
曜
講
座
（
サ
タ
ス
タ
）

が
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
を

会
場
に
３
月
ま
で
18
回
程
度

開
催
予
定
。

 

・
体
育
施
設
は
、
施
設
管
理

計
画
に
基
づ
き
「
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
」
の
閉
館
作
業

を
進
め
、
９
月
末
を
も
っ
て

閉
館
予
定
。

 

・
通
級
指
導
教
室
開
設
の
た

め
旧
大
滝
幼
稚
園
舎
の
改
修

工
事
を
行
う
。

　

近
年
、ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
取
り
組
み
は
農
林
分

野
・
観
光
分
野
・
福
祉
分

野
・
防
災
分
野
に
と
多
岐

に
及
ん
で
い
る
。全
国
に
先

駆
け
て
ド
ロ
ー
ン
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
那
賀
町
を

視
察
・
調
査
し
ま
し
た
。

　

地
震
・
台
風
な
ど
の
災

害
時
に
お
け
る
町
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
が
重
要

と
な
る
と
き
、
防
災
情
報

や
避
難
情
報
の
迅
速
な
伝

達
手
段
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
防
災
行

政
無
線
が
整
備
さ
れ
た
石

井
町
を
視
察
・
調
査
し
ま

し
た
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政

無
線
の
整
備
に
つ
い
て

 9 
　 4

地すべり災害の復旧地すべり災害の復旧地すべり災害の復旧

四手地先四手地先四手地先
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委
員
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報
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ひ
と
り
親
の
う
ち
、

　

未
婚
の
ま
ま
子
を
養
育
し

　

て
い
る
「
単
身
児
童
扶
養

　

者
」
を
非
課
税
措
置
に
追

　

加
さ
れ
る
が
何
歳
ま
で
か

　
　

0
歳
か
ら
18
歳
ま
で
。

　

非
課
税
は
令
和
３
年
１
月

　

１
日
か
ら
。

　
　

軽
自
動
車
税
グ
リ
ー
ン

　

化
特
例
の
取
得
時
期
と
課

　

税
時
期
は

　
　

課
税
は
４
月
１
日
現
在

　

の
所
有
で
、
取
得
年
度
の

　

翌
年
度
に
軽
減
と
な
る
。

　
　
　
　

保
育
料
が
無
償
化

　

に
な
っ
て
も
、保
護
者
の
年

　

収
に
よ
っ
て
副
食
費
は
実

　

費
を
徴
収
す
る
の
か

　
　

食
糧
費
と
し
て
徴
収

　
　

施
設
に
よ
っ
て
主
食
費

　

と
副
食
費
が
違
う
の
か

　
　

幼
稚
園
は
弁
当
持
参
。

　

こ
ど
も
園
・
保
育
園
は
特

　

に
違
い
は
な
い
。

　
　
　
　

小
規
模
保
育
所
は

　

今
後
増
え
る
の
か

　
　

待
機
児
童
も
出
て
い
る
。

　

出
来
る
だ
け
確
保
に
力
を

　

入
れ
る
。

総
務
常
任
委
員
会
  9
　12

　
　

保
険
者
数
が
年
々
減
少

　

し
て
い
る
要
因
は

　
　

国
保
か
ら
社
会
保
険
へ

　

の
加
入
が
約
50
人
、
後
期

　

高
齢
者
と
な
る
人
も
あ
り

　

減
少
。

　
　

納
付
額
算
定
に
有
利
と

　

な
る
保
険
者
努
力
支
援
の

　

内
容
は

　
　

特
定
健
診
・
が
ん
検
診

　

の
受
診
率
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

　

医
薬
品
の
使
用
割
合
、
保

　

険
税
収
納
率
等
で
評
価
。

　

本
町
は
県
下
で
１
位
の
評

　

価
。

　
　

居
宅
型
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

が
減
り
、
施
設
型
介
護
の

　

サ
ー
ビ
ス
が
増
え
た
要
因

　

は

　
　

施
設
に
入
ら
れ
た
こ
と

　

と
、
地
域
密
着
型
介
護
サ

　

ー
ビ
ス
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
多
賀
で
居
宅

　

型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人

　

が
増
え
、
分
散
さ
れ
た
た

　

め
。

　
　

1
人
当
り
の
医
療
費
と

　

県
下
の
順
位
は

　
　

１
人
当
り
８
１
８
７
８

　

４
円
で
、
県
下
で
最
も
少

　

な
い
。

10議会広報 たが　２０１９年11月11

住民の　　　　
健康維持・増進は
住民の　　　　
健康維持・増進は
住民の　　　　
健康維持・増進は
住民の　　　　
健康維持・増進は

３件の条例改正を審査　➡　可決すべきとしました３件の条例改正を審査　➡　可決すべきとしました３件の条例改正を審査　➡　可決すべきとしました３件の条例改正を審査　➡　可決すべきとしました30年度事業の決算を審査　➡　認定すべきとしました30年度事業の決算を審査　➡　認定すべきとしました30年度事業の決算を審査　➡　認定すべきとしました30年度事業の決算を審査　➡　認定すべきとしました

ファミリーステーション多賀ファミリーステーション多賀

介護サービスの充実を介護サービスの充実を

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

介
護
保
険
事
業

税条例等の一部を改正する条例
特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例
家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例

30年度事業の決算を審査　➡　認定すべきとしました30年度事業の決算を審査　➡　認定すべきとしました30年度事業の決算を審査　➡　認定すべきとしました30年度事業の決算を審査　➡　認定すべきとしました

国民健康保険事業

介護保険事業　　

後期高齢者医療事業

8億1561

8億3914

1億  101

7億8228

8億1718

9987

保険給付費（医療費）、保険事業

介護サービス費、地域支援事業

広域連合への納付金

区　　　分 歳　入 歳　出 事　業　内　容
（単位：万円）

１
２

３

１２３

委
員
会
報
告

産
業
建
設
常
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（単位：万円）

緑地の維持管理を緑地の維持管理を

経営の健全化を経営の健全化を

佐目処理場佐目処理場

びわこ東部中核工業団地びわこ東部中核工業団地

　
　

県
へ
の
負
担
金
が
約
１

　

億
円
あ
る
。

　

算
出
の
根
拠
は

　
　

流
量
１
立
米
あ
た
り
、

　

家
庭
用
は
60
・
４
円
。

　

企
業
用
は
70
・
８
円
。

　
　

流
量
の
測
定
は

　
　

上
水
の
使
用
量
に
基
づ

　

き
、
町
が
県
へ
報
告
す
る
。

　

そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
不

　

明
水
と
な
り
４
市
４
町
で

　

按
分
す
る
。

　
（
雨
水
、
井
戸
水
な
ど
）

　
　

県
か
ら
の
補
助
は
、
２

　

施
設
で
年
間
60
万
円
で
あ

　

る
。少
額
な
理
由
は

　
　

流
量
を
も
と
に
計
算
さ

　

れ
て
い
る
。

　
　

草
刈
り
の
委
託
先
は

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　

ー
と
、
大
滝
山
林
組
合
。

　
　

年
に
何
回
か
。従
事
者

　

数
は

　
　

歩
道
は
年
３
回
。
の
べ

　

80
人
が
従
事
し
た
。

　
　

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

　
　

５
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
。

　

残
り
79
基
は
従
来
の
電
球
。

　
　

老
朽
管
の
更
新
は

　
　

配
水
管
は
80
％
以
上
更

　

新
し
た
。
送
水
管
に
40
年

　

以
上
の
老
朽
管
が
あ
る
。

　

更
新
を
計
画
的
に
進
め
る
。

　
　

配
水
管
の
更
新
に
は
、

　

国
の
補
助
が
な
い
の
か

　
　

病
院
や
避
難
所
に
送
る

　

配
水
管
の
更
新
に
は
補
助

　

が
あ
る
。

30年度の事業
　　　決算を審査
30年度の事業
　　　決算を審査
30年度の事業
　　　決算を審査
30年度の事業
　　　決算を審査

　

請
願
名

 

・
多
賀
６
３
４
番
地

旧
遠
藤
邸
の
建
物
解
体
と
跡

地
の
整
備
に
関
す
る
請
願
書

　

請
願
者

　

多
賀
区
長　

窪
田　

敏
彦

　

請
願
の
趣
旨

 

・
こ
の
建
物
は
相
続
人
が
な

　

く
、長
年
放
置
さ
れ
て
い
る
。

 

・
絵
馬
通
り
に
面
し
て
お
り

　

景
観
上
問
題
で
も
あ
る
。

 

・
町
主
導
で
の
建
物
解
体
と

　

跡
地
の
整
備
を
嘆
願
す
る
。

　

賛
成
意
見

 

・
区
民
の
総
意
で
あ
り
、
採

　

択
す
べ
き
で
あ
る
。

　

反
対
意
見

 

・
他
の
集
落
に
は
遠
藤
邸
以

　

上
に
危
険
な
空
き
家
が
多

　

数
あ
り
、
解
決
さ
れ
て
い

　

な
い
。
行
政
の
負
担
で
解

　

体
整
備
す
る
こ
と
に
は
反

　

対
で
あ
る
。

　

結　

果

　

賛
成
多
数
で
、採
択
す
べ

　

き
と
す
る
こ
と
に
決
定

下
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

区 　　分 歳　　入 歳　　出 事　業　内　容
下水道事業
農業集落排水事業
びわ湖東部中核工業団地
公共緑地維持管理
水道事業

５億５０３８
６５５３

５２０

３億５２２７

５億４０５８
５７１４

４７０

３億４６９１

維持管理・新規接続
浄化施設（佐目・萱原）の管理
工業団地歩道などの草刈り、
街路灯修繕
上水道給水、施設整備

　
　

今
後
の
整
備
計
画
は

　
　

10
年
間
の
計
画
と
し
て

　

は
、
土
田
の
水
源
施
設
を

　

整
備
し
、
導
水
管
へ
の
接

　

続
。
中
川
原
の
水
源
施
設

　

の
整
備
。
敏
満
寺
浄
水
場

　

の
機
能
強
化
。
大
谷
配
水

　

池
へ
の
送
水
管
改
修
。

　

工
場
建
設
に
際
し
敷
地

内
の
緑
地
面
積
、環
境
施
設

面
積
の
割
合
を
緩
和

 

・ 

緑
地
率　

 

20
％
⬇
10
％

 

・ 

環
境
施
設 

25
％
⬇
15
％

　
　

緑
地
と
環
境
施
設
の
違

　

い
は

　
　

緑
地
は
植
込
み
な
ど
。

　

環
境
施
設
は
、
運
動
場
や

　

噴
水
な
ど
生
活
環
境
を
保

　

護
す
る
も
の
。

　
　

既
存
工
業
団
地
は

　
　

従
来
の
緑
地
20
％
、
環

　

境
施
設
25
％
の
割
合
。

水
道
事
業

び
わ
こ
東
部
中
核

工
業
団
地
公
共
緑
地

維
持
管
理

企
業
会
計
の
決
算
は

条
例
の
制
定
を

審
査
し
ま
し
た

請
願
を
審
査
し
ま
し
た

内　

容

◎
工
場
立
地
法
準
則
条
例

特  

別  

会  

計  

の  

決  

算  

は

特  

別  

会  

計  

の  

決  

算  

は

収入 費用

受診率の向上を受診率の向上を

答

答

答答

答

答答答答

答答答答 答

答答 答

問

問

問問

問

問問

問問問

問

答答答 問問問

問問問 問

問問
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子 

ど 

も 

議 

会

子ども議会

ま
ち

く
り
を
問
う

ま
ち
づ
く
り
を
問
う

1212

質 問 事 項 ページ

◎「多賀結いの森」の活用方法は
13■ 権藤 みらいさん

ごんどう

ゆずは

◎高齢者の生活物資購入の取り組みは
13■ 奥 柚花さん

おく

◎住みやすい大滝のまちづくり計画は
13■ 喜多 春日さん

き　た はるか

かのん

ゆいか

ゆうご

たいき

りつみ

うらん

まさと

◎子どもの交通安全対策は
13■ 夏原 奏音さん

なつはら

◎多賀町Ｂ＆Ｇ海洋センターの利用者
　増加への取り組みは

13■ 大橋 結花さん
おおはし

◎町内で安心して働ける場所は
13■ 教野 実桜さん

きょうの み　お

◎日置市・三朝町との交流は
14■ 蓮井 悠吾さん

はすい

◎空き家に住む獣害対策と空き家利用対策は
14■ 曽我 太紀さん

そ　が

◎高取山施設利用を無料に
14■ 石田 真人さん

いしだ

◎絵馬通りの通行規制の取り組みは
14■ 岸本 律美さん

きしもと

◎吹奏楽部の楽器補充を
14■ 小山 羽蘭さん

こやま

◎路線バス廃止への経緯と今後の交通手段は
14■ 久保田 凌央さん

くぼた りょう

高
齢
者
の
生
活
物
資

購
入
の
取
り
組
み
は

質問
「
多
賀
結
い
の
森
」

の
活
用
方
法
は

質問
　
　

木
の
に
お
い
・
温
も
り
が
あ

り
、
外
観
も
お
し
ゃ
れ
で
町
民
自

慢
の
中
央
公
民
館
で
す
。
学
習

の
成
果
の
発
表
会
や
展
示
、
高

齢
者
と
の
交
流
な
ど
、
ス
テ
ー

ジ
や
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
を
も

っ
と
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　
　

私
の
住
む
山
間
地
区
は
、

過
疎
化
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
近
場
に
店
が
な
く
、
車

に
乗
れ
な
い
高
齢
者
は
、
生
活

物
資
を
手
に
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

生
活
に
困
ら
な
い
よ
う
な
取
り

組
み
、
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

　
　
「
多
賀
結
い
の
森
」
は

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
、
気

楽
に
立
ち
寄
れ
、
親
し
ま
れ

る
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自
由
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
幼
児

連
れ
や
お
年
寄
り
の
お
し
ゃ

べ
り
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
で
は
、
展
示
な
ど
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
ル
ー
ル
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
多
賀
語
ろ
う
会
」
は
、
年

齢
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
会

議
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

　
　

７
月
現
在
、
65
歳
以
上

人
口
は
２
５
４
６
人
で
、
町

内
商
店
も
少
な
く
、
車
に
乗

れ
な
い
高
齢
者
は
不
便
を
感

じ
て
お
ら
れ
ま
す
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
買
い
物
支
援
や
、

愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
利
用
で

買
い
物
も
行
け
ま
す
。
生

協
・
移
動
販
売
や
チ
ェ
ー
ン

ス
ト
ア
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

配
達
を
利
用
さ
れ
る
高
齢
者

も
あ
り
ま
す
。
絆
で
支
え
合

う
安
心
と
温
も
り
の
あ
る
福

祉
の
町
を
目
指
し
ま
す
。

答 答

町
長

　
　

昨
年
度
は
人
口
が
15
人

増
え
ま
し
た
が
、
大
滝
地
域

で
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

お
年
寄
り
が
得
意
と
す
る

物
を
商
品
に
し
、
地
元
で
採

れ
た
物
を
販
売
し
て
地
域
で

お
店
を
運
営
す
る
な
ど
提
案

を
頂
い
て
い
ま
す
。
大
滝
地

区
の
人
を
増
や
す
た
め
、
地

域
の
方
々
と
職
員
が
意
見
交

換
、
協
議
・
検
討
を
し
、
林

業
の
活
性
や
子
育
て
で
、
特

色
あ
る
子
ど
も
園
・
大
滝
小

学
校
の
教
育
を
進
め
ま
す
。

教
育
長

　
　

交
通
事
故
の
教
訓
か
ら
、

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も

園
の
安
全
対
策
、
改
善
に
つ
い

て
点
検
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
で
は
、
教
員
・

P
T
A 

・
警
察
署
・
総
務
・

地
域
整
備
課
・
教
育
委
員
会
・

県
事
務
所
・
交
通
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
よ

る
点
検
を
実
施
し
、
危
険
箇

所
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
交
通
指
導
員
・
民
生
委

員
・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
よ
る

街
頭
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

答 答

教
育
次
長

　
　

町
内
の
体
育
館
や
プ
ー

ル
な
ど
は
、
今
年
の
10
月
よ

り
、「
直
営
方
式
」
か
ら
「
指

定
管
理
方
式
」
に
変
わ
り
ま

す
。

　

体
育
館
や
プ
ー
ル
で
行
う

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
き
っ
か
け

づ
く
り
の
事
業
が
増
え
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

施
設
を
利
用
し
て
い
く
上

で
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
や
回

数
券
の
活
用
を
今
後
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

企
画
課
長

　
　

町
内
に
は
、
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
で
お
な
じ
み
の
会

社
や
、
特
徴
あ
る
製
品
を
つ

く
る
会
社
な
ど
が
、
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
、Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

で
、
人
が
考
え
予
想
す
る
事

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
す
る

時
代
と
な
っ
て
、人
が
少
な
く

て
す
む
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
内
に
は
優
秀
な
企
業
も

多
く
あ
り
、
県
外
に
行
か
ず

地
元
で
働
い
て
ほ
し
い
で
す
。

答 答

問 問

多賀小６年

奥　柚花さん

子
ど
も
の
交
通

安
全
対
策
は

質問

住
み
や
す
い
大
滝
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
は

質問
　
　

総
合
的
学
習
で
町
歩
き
を

し
、
地
域
活
性
化
の
学
習
で
、

農
業
が
人
の
つ
な
が
り
を
作
り
、

地
元
の
採
れ
た
物
の
販
売
や
生
活

し
易
い
環
境
に
な
れ
ば
、
大
滝
地

区
の
人
口
も
増
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
他
に
計
画
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　

大
津
市
で
幼
い
命
が
奪
わ

れ
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま

し
た
。
幼
い
子
や
小
・
中
学
校

生
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、
子

ど
も
達
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

安
全
対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

問 問

町
内
で
安
心
し
て

働
け
る
場
所
は

質問
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
増
加
へ
の
取
り
組
み
は

質問
　
　

隣
町
の
プ
ー
ル
利
用
回

数
券
を
買
う
と
ス
タ
ン
プ
が

押
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

少
な
い
お
小
遣
い
で
、
利

用
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
も
、
利
用
者
を
も
っ

と
増
や
す
取
り
組
み
を
。

　
　

約
10
年
後
、
私
た
ち
が
働

く
頃
は
、
機
械
化
・
ロ
ボ
ッ
ト

化
が
進
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
で
の
仕
事
が
減
り
、
県
外

へ
働
き
に
出
る
と
過
疎
化
に
な

り
ま
す
。
安
心
し
て
働
け
る
場

所
は
近
く
に
で
き
ま
す
か
。

問 問

多賀小５年

権藤 みらいさん

ごんどうおく ゆずは

大滝小６年

喜多　春日さん

き　た はるか

多賀中１年

夏原　奏音さん

なつはら かのん

多賀小６年

大橋　結花さん

おおはし ゆいか

大滝小５年

教野　実桜さん

きょうの み　お



 

町
政
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う
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子
ど
も
議
会

空
き
家
に
住
む
獣
害
対
策

と
空
き
家
利
用
対
策
は

質問

日
置
市
・
三
朝
町

と
の
交
流
は

質問
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の

中
学
生
派
遣
事
業
を
始
め
、

小
・
中
学
生
向
け
の
様
々
な

体
験
機
会
が
あ
り
ま
す
。
鹿
児

島
県
日
置
市
、
鳥
取
県
三
朝

町
と
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
か
。

　
　

最
近
、
空
き
家
が
増
え
、

そ
こ
へ
野
生
動
物
が
住
み
つ
き
、

近
隣
の
民
家
の
植
物
や
農
作
物

を
荒
ら
す
被
害
が
、
今
よ
り
増

え
、
人
が
襲
わ
れ
る
の
で
は
な

い
か
心
配
で
す
。
空
き
家
を
利

用
す
る
対
策
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

総
務
課
長

　
　

日
置
市
は
、
旧
伊
集
院

町
の
時
か
ら
、
毎
年
、
関
ヶ

原
戦
跡
踏
破
隊
が
来
ら
れ
、

昭
和
59
年
に
兄
弟
都
市
盟
約

が
結
ば
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
交
流
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

三
朝
町
と
は
、
芹
谷
ダ
ム

建
設
中
止
で
、
同
様
の
中
止

と
な
っ
た
三
朝
町
と
視
察
・

交
流
が
始
ま
り
で
す
。

　

平
成
29
年
に
友
好
都
市
盟

約
を
締
結
し
、
ふ
る
さ
と
楽

市
で
は
毎
年
、
足
湯
の
提
供

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

企
画
課
長

　
　

空
き
家
問
題
は
、
地
方

部
だ
け
で
な
く
大
都
市
で
も

あ
り
ま
す
。「
空
き
家
対
策
特

別
措
置
法
」
で
の
特
定
空
き

家
は
本
町
で
２
件
あ
り
ま
す
。

野
生
動
物
、
野
良
犬
・
猫
の

住
み
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
と
し
て
、
本

町
で
は
空
き
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
制
度
を
３
年
前
か
ら
始

め
、
登
録
す
れ
ば
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
お

試
し
住
宅
の
活
用
と
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

答 答

産
業
環
境
課
長

　
　

平
成
７
年
の
開
園
か
ら

23
年
に
な
り
ま
す
が
、
入
園

料
は
大
人
２
０
０
円
、
子
ど

も
１
０
０
円
で
す
。

　

高
取
山
の
施
設
や
備
品
の

改
修
、
園
内
の
自
然
を
守
る

取
り
組
み
に
は
費
用
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
税
金
で
成

り
立
っ
て
お
り
、
公
平
の
原
則

か
ら
利
用
す
る
人
と
し
な
い

人
で
、
不
平
等
が
生
じ
、
利

用
す
る
人
に
は
経
費
の
一
部
負

担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

地
域
整
備
課
長

　
　

多
賀
交
差
点
か
ら
、
多

賀
大
社
前
駅
鳥
居
ま
で
が
計

画
区
間
で
、
側
溝
整
備
と
修

景
舗
装
を
行
う
予
定
で
、
現

在
は
ま
だ
、
整
備
途
中
で
す
。

　

灯
籠
と
ベ
ン
チ
を
道
路
内

の
所
々
に
配
置
す
る
タ
イ
プ
が

あ
り
、
ボ
ラ
ー
ド
と
呼
び
ま
す
。

　

多
賀
大
社
参
拝
者
に
絵
馬

通
り
を
散
策
し
て
も
ら
う
こ

と
と
、
慎
重
な
運
転
と
歩
行

者
が
優
先
さ
れ
、
交
通
事
故

リ
ス
ク
の
減
少
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

答 答

教
育
次
長

　
　

昨
年
度
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
な
成

果
を
お
さ
め
、
町
の
様
々
な

行
事
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

す
ば
ら
し
い
演
奏
で
そ
の
場

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

演
奏
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

増
や
し
た
り
、
演
奏
の
幅
を

広
げ
る
た
め
に
も
、
今
あ
る

楽
器
の
数
や
状
態
を
正
確
に

把
握
し
、
必
要
な
楽
器
の
購

入
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

副
町
長

　
　

路
線
バ
ス
は
、
彦
根
・

犬
上
郡
と
愛
荘
町
の
広
域
公

共
交
通
で
、
協
議
さ
れ
ま
す
。

４
月
よ
り
廃
止
し
た
路
線
は

萱
原
線
と
大
君
ケ
畑
線
で
す
。

２
路
線
と
も
、
利
用
者
が
少

な
く
、
赤
字
分
は
税
金
で
負

担
し
て
い
ま
し
た
が
、
バ
ス

運
転
手
の
不
足
が
大
き
な
原

因
で
す
。

　

廃
止
後
は
、
愛
の
り
タ
ク

シ
ー
を
運
行
し
、
狭
い
所
の

停
留
所
ま
で
い
け
る
公
共
交

通
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答 答

問 問

絵
馬
通
り
の
通
行

規
制
の
取
り
組
み
は

質問

高
取
山
施
設
利
用

を
無
料
に

質問
　
　
「
や
ま
の
こ
学
習
」、
親

子
活
動
、
子
ど
も
会
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
で
高
取
山
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
大
滝
地
区

は
町
の
活
性
化
で
、
積
極
的

に
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
入

園
料
を
無
料
に
で
き
な
い
か
。

　
　

絵
馬
通
り
に
は
、
景
観
を

重
視
し
た
取
り
組
み
で
、
沢
山

の
灯
籠
が
あ
り
ま
す
。
灯
籠
に
よ

っ
て
道
幅
が
狭
く
な
っ
て
危
険
で

も
あ
り
ま
す
。
景
観
を
ま
も
り
つ

つ
、
歩
行
者
や
自
転
車
、
車
の
安

全
通
行
が
で
き
る
取
り
組
み
は
。

問 問

路
線
バ
ス
廃
止
へ
の
経
緯

と
今
後
の
交
通
手
段
は

質問

吹
奏
楽
部
の

楽
器
補
充
を

質問
　
　

今
年
の
吹
奏
楽
部
は
、
多

数
の
入
部
者
が
あ
り
、
多
く
の

楽
器
で
演
奏
の
幅
を
広
げ
、
活

躍
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
楽
器
の
種
類
も
多
く
な

い
た
め
、
新
た
な
楽
器
を
増
や

し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

萱
原
方
面
の
路
線
バ
ス

廃
止
は
、
今
ま
で
の
利
用
者

に
不
便
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
廃
止
に
な
っ
た
の
か
。

経
緯
の
説
明
と
路
線
バ
ス
に

変
わ
る
交
通
手
段
を
教
え
て

下
さ
い
。

問 問

多賀中３年

蓮井　悠吾さん

はすい ゆうご

多賀中１年

曽我　太紀さん

そ　が たいき

大滝小６年

石田　真人さん

いしだ まさと

多賀中２年

岸本　律美さん

　きしもと りつみ

多賀中２年

小山　羽蘭さん

こやま うらん

多賀中３年

久保田  凌央さん

く ぼ た りょう

９月定例議会

を
問
う

町
政
を
問
う

16■ 山口久男

質 問 事 項 ページ

一般質一般質問って?一般質問って?

議
員
の
日
常
活
動
と

議
員
の
日
常
活
動
と

調
査
・
研
究
・
住
民

調
査
・
研
究
・
住
民

の
声
や
自
身
の
考
え

の
声
や
自
身
の
考
え

方
を
も
と
に
、
町
長

方
を
も
と
に
、
町
長

や
教
育
長
な
ど
の
方

や
教
育
長
な
ど
の
方

針
を
問
う
も
の
で
す
。

針
を
問
う
も
の
で
す
。

やまぐち ひさ お

16■ 川添武史
かわ ぞえたけ し

17■ 大橋富造
おお　はし とみ ぞう

17■ 北川久二
きた がわ きゅうじ

18■ 松居　亘
まつ　い　　　わたる

18■ 尾谷忠之
  お たに ただ し

19■ 木下茂樹
きの した しげ き

19■ 川岸真喜
かわ ぎし まさ き

（注）〇印は、掲載しておりません。
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◎中学校吹奏楽部の楽器補充は

○公文書管理体制の構築は

◎町長改選への立候補の意思は

◎公共施設の火災訓練実施は

◎空き家問題の取り組みは

◎スマート農業の推進は

◎「タウンプロモーション」は

◎獣害被害の対策は
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　ルールの見直しを
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町
政
を
問
う

　
　

①
管
楽
器
の
現
有
数
は

②
使
用
で
き
な
い
楽
器
数
は

③
修
理
に
必
要
な
見
積
も
り

は
。
ま
た
楽
器
の
修
理
・
廃

棄
規
定
、
保
管
台
帳
の
管
理

は④
⑴
第
62
回
中
部
日
本
吹
奏

　

楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
の

　

成
績
は

　

⑵
楽
器
の
不
足
は
な
い
か

　

⑶
他
校
と
比
較
し
楽
器
の

　

保
有
台
数
、
機
種
の
見
劣

　

り
は
な
い
か

　

⑷
入
部
者
が
増
え
、
予
算

　

の
見
直
し
は
さ
れ
た
か

⑤
低
音
の
楽
器
を
他
校
か
ら

借
用
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
る
か

⑥
要
望
の
強
い
楽
器
購
入
の

予
算
補
正
が
必
要
で
は

⑦
管
楽
器
以
外
の
楽
器
も
老

朽
化
し
て
い
る
。
適
正
な
管

理
が
必
要
で
は

⑧
楽
器
の
輸
送
等
の
方
法
と

予
算
は

教
育
次
長

　
　

①
現
在
の
保
有
数
は
45
。

②
使
用
で
き
な
い
の
は
15
。

③
購
入
希
望
が
7
点
、
修
理

は
16
点
。

④
⑴
多
賀
中
学
校
は
銅
賞
。

　

⑵
や
や
不
足
が
あ
る
。

　

⑶
必
要
な
も
の
は
、
今
後

　

予
算
の
範
囲
内
で
修
理
、

　

購
入
に
努
め
る
。

　

⑷
年
に
よ
り
人
数
の
増
減

　

が
あ
り
、
見
直
し
は
し
な

　

い
。

⑤
他
校
で
も
貸
し
借
り
を
し

て
い
る
。

⑥
学
校
の
意
向
に
沿
う
よ
う

努
力
す
る
。
今
回
一
部
を
補

正
対
応
す
る
。

⑦
適
正
管
理
に
努
め
る
。

⑧
大
き
な
大
会
時
は
運
送
業

者
に
依
頼
。
1
回
2
万
円
。

　
　
町
長
は
町
総
合
計
画
の

実
現
に
向
け
今
日
ま
で
取
り

組
み
が
さ
れ
、
基
本
目
標
も

概
ね
達
成
で
き
る
状
況
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画

期
間
は
令
和
2
年
度
ま
で
で
、

次
期
総
合
計
画
策
定
が
急
が

れ
る
。
町
の
あ
る
べ
き
姿
を

い
か
に
し
て
方
向
付
け
る
か
、

町
長
み
ず
か
ら
の
方
針
決
定

が
重
要
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

来
年
3
月
の
町
長
改
選
へ
の

立
候
補
の
意
思
は

町
長

　
　

少
子
化
対
策
と
し
て
、

子
育
て
・
教
育
の
充
実
。
元

気
な
地
場
産
業
づ
く
り
と
し

て
、
農
林
商
業
、
観
光
の
活

性
化
等
様
々
な
取
り
組
み
を

し
、
費
用
対
効
果
を
勘
案
し

健
全
財
政
に
も
取
り
組
ん
で

き
た
。
農
林
業
の
活
性
化
、

空
き
家
対
策
、
山
間
地
域
の

活
性
化
、
絵
馬
通
り
の
賑
わ

い
づ
く
り
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
周
辺
の
開
発
等
々
、
多

く
の
課
題
を
進
め
る
た
め
、

来
年
3
月
実
施
の
町
長
選
に

立
候
補
す
る
。

　
　
行
政
が
管
理
し
て
い
る

施
設
に
は
、
不
特
定
多
数
の

来
客
や
園
児
、
児
童
、
生
徒
、

事
務
に
携
わ
る
職
員
は
、万
一
、

火
災
が
発
生
し
た
と
き
、
速

や
か
に
退
避
し
身
の
安
全
確

保
に
心
掛
け
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
取
り
組
み
状
況
は

副
町
長

　
　

役
場
庁
舎
、
ふ
れ
あ
い

の
郷
、
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多

賀
は
近
年
実
施
で
き
て
い
な

い
。
11
月
に
実
施
し
て
い
く
。

各
学
校
で
は
、
各
学
期
に
1

回
、
小
学
校
で
は
保
護
者
へ

の
引
き
渡
し
訓
練
も
実
施
。

幼
稚
園
関
係
で
は
月
1
回
、

保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
訓
練

は
年
1
回
実
施
し
て
い
る
。

問

問

答

問答

答

大 橋  富 造

公
共
施
設
の

火
災
訓
練
実
施
は

質
問
２

絵
馬
通
り
の

空
き
家
の
除
去
は

質
問
２

質問１

中学校吹奏楽部の楽器補充は

  今回補正し予算の範囲内で修理、購入する
ー教育次長ー

北 川  久 二

質問１

町長改選への立候補の意思は

  来年3月実施の町長選に立候補
ー町長ー

　
　

①
就
学
前
の
保
育
所
等

の
利
用
率
と
人
数
の
推
計
は

②
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
取
り

組
み
と
保
育
士
確
保
の
現
状

は③
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
、
保
育

環
境
の
現
状
は

④
給
食
費
の
完
全
無
償
化
の

考
え
は

⑤
無
償
化
に
と
も
な
う
財
源

の
確
保
は

⑥
多
賀
幼
稚
園
の
整
備
計
画

と
認
定
こ
ど
も
園
化
は

教
育
次
長

　
　

①
20
％
、
３
５
３
人
。

②
臨
時
職
員
の
募
集
、
保
育

人
材
バ
ン
ク
を
活
用
。

③
入
所
園
児
の
低
年
齢
化
、

早
朝
、
延
長
保
育
、
個
別
支

援
の
増
加
。

④
給
食
費
を
含
ん
だ
無
償
化

は
考
え
て
い
な
い
。

⑤
国
に
対
し
て
全
額
措
置
す

る
よ
う
、
全
国
町
村
会
か
ら

働
き
か
け
て
い
る
。

⑥
早
急
に
方
向
性
を
定
め
る

必
要
が
あ
り
、
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

　
　

①
把
握
し
て
い
る
空
き

家
状
況
は

②
特
定
空
き
家
の
判
定
基
準

は③
特
定
空
き
家
の
認
定
件
数

は④
今
後
の
空
き
家
対
策
の
方

針
は

企
画
課
長

　
　

①
平
成
29
年
３
月
時
点

２
６
１
件
。

②
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

り
、
倒
壊
、
保
安
上
、
衛
生

面
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
い
、

判
定
す
る
。

③
２
件
。

④
解
体
後
の
維
持
管
理
方
法

の
明
確
化
、
活
動
支
援
交
付

金
制
度
の
中
で
の
活
用
も
視

野
に
入
れ
る
。

　
　
持
続
可
能
性
の
観
点
か

ら
、
本
町
が
最
下
位
に
ラ
ン

ク
付
け
さ
れ
た
。
こ
の
結
果

か
ら
ど
の
よ
う
な
捉
え
方
を

さ
れ
て
い
る
の
か

町
長

　
　

記
事
の
内
容
を
確
認
、

ど
の
よ
う
な
数
値
を
も
っ
て

評
価
し
た
の
か
詳
細
が
不
明

の
た
め
職
員
に
内
容
の
精
査

を
指
示
し
、
評
価
の
内
容
を

確
認
。

　

地
域
を
数
値
化
す
る
方
法

や
基
準
値
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
う
が
、
ど
の
指
数
を
も

っ
て
し
て
も
、
そ
の
町
の
全

容
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

　

い
ろ
ん
な
評
価
に
一
喜
一

憂
せ
ず
に
、
し
っ
か
り
と
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　
　
多
賀
区
の
総
意
と
し
て

提
出
さ
れ
た
要
望
書
に
対
し

て
町
長
の
考
え
は

町
長

　
　

空
き
家
問
題
は
、
ほ
か

の
集
落
同
様
、
解
体
後
の
土

地
管
理
は
基
本
的
に
個
人
や

集
落
で
管
理
・
所
有
が
原
則

で
、
そ
の
方
法
や
支
援
に
つ

い
て
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
も
の
と
考
え
る
。

　

絵
馬
通
り
の
活
性
化
を
考

え
る
会
に
特
別
の
小
委
員
会

を
設
置
、
今
後
の
管
理
者
ま

た
は
所
有
者
を
定
め
る
な
ど
、

早
期
に
集
中
的
に
議
論
で
き

る
体
制
を
検
討
。

　

行
政
と
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

問問

問

問

答

答

答答

山 口  久 男

空
き
家
対
策
は

質
問
２

川 添  武 史

質問１

幼児教育・保育は

  急速に高まる保育ニーズの現状に取り組む
ー教育次長ー

やま　ぐち　　ひさ　　おおお　はし　　とみ　ぞう

かわ　ぞえ　　たけ　　しきた　がわ　　きゅう じ

質問１

県内自治体・持続可能性最下位は

  いろんな評価があるが、しっかりとまちづくりを進める
ー町長ー

第62回  中部日本吹奏楽コンクール第62回  中部日本吹奏楽コンクール第62回  中部日本吹奏楽コンクール
（県大会）（県大会）（県大会）
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町
政
を
問
う

　
　

獣
害
は
人
的
、
物
的
、

農
業
・
林
業
被
害
に
大
別
さ

れ
、
対
策
が
必
要
だ
が
見
解

は
。

①
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
今
後
の

安
全
対
策
は

②
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル

へ
の
今
後
の
対
策
は

③
害
獣
、
小
動
物
か
ら
の
通

行
車
両
対
策
は

④
害
獣
か
ら
の
害
虫
、
病
原

菌
対
策
は

⑤
薬
剤
を
用
い
た
対
策
の
支

援
、
補
助
は

　
　
《
語
句
の
説
明
》

獣
害
…
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
サ
ル
な
ど
、

動
物
に
よ
る
農
作
物
・
樹
木
な
ど
へ
の

害
。

害
獣
…
人
間
や
家
畜
・
農
作
物
に
被

害
を
与
え
る
動
物
。

産
業
環
境
課
長

　
　

①
活
動
期
の
春
・
秋
に

町
内
で
チ
ラ
シ
回
覧
し
、
目

撃
情
報
は
近
隣
集
落
へ
周
知

を
行
っ
て
い
る
。

　

県
指
導
で
町
内
６
カ
所
に

ク
マ
監
視
用
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
撮
影
時
に
は
迅
速
な
情

報
提
供
を
い
た
だ
き
、
随
時

対
応
を
し
て
い
る
。

②
集
落
自
衛
対
策
事
業
補
助

金
や
小
規
模
農
地
獣
害
対
策

事
業
補
助
金
の
交
付
は
不
可

欠
で
、
猟
友
会
と
連
携
し
て

有
害
鳥
獣
の
一
定
確
保
に
引

き
続
き
取
り
組
む
。

③
自
動
車
と
の
衝
突
事
故
が

頻
繁
に
起
こ
る
付
近
は
、
注

意
喚
起
の
看
板
設
置
等
通
行

車
両
対
策
を
実
施
し
、
死
体

の
早
期
回
収
に
努
め
る
。

④
害
虫
は
、
山
ヒ
ル
や
マ
ダ

ニ
の
被
害
、
病
原
菌
は
外
来

種
や
野
生
動
物
か
ら
で
、
居

住
地
に
野
生
獣
が
近
寄
ら
な

い
環
境
つ
く
り
が
必
要
。

⑤
ペ
ッ
ト
や
子
ど
も
の
誤
飲

も
あ
り
え
る
の
で
、
薬
剤
対

策
の
支
援
は
し
て
い
な
い
。

　
　
役
場
２
階
へ
は
、
ス
リ
ッ

パ
へ
の
履
き
替
え
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
ス
リ
ッ

パ
は
、
転
倒
防
止
の
観
点
か

ら
問
題
が
あ
る
。
安
全
面
か

ら
土
足
化
す
べ
き
で
あ
る
。

①
土
足
化
し
な
い
理
由
は

②
職
員
は
２
階
か
ら
１
階
へ

の
用
事
の
際
、
下
履
き
へ
履

き
替
え
る
の
か

③
床
の
改
修
な
ど
、
土
足
化

に
必
要
な
条
件
は

副
町
長

　
　

①
来
庁
者
が
土
や
砂
を

持
ち
込
む
の
を
ふ
せ
ぐ
た
め

で
あ
る
。

②
外
部
の
汚
れ
を
フ
ロ
ア
に

広
げ
な
い
た
め
、
職
員
は
庁

舎
内
で
上
履
き
で
移
動
し
て

い
る
。
庁
舎
内
で
履
き
替
え

は
し
な
い
。

③
美
化
の
問
題
や
、
改
修
費

や
清
掃
費
の
問
題
が
あ
る
。

土
足
化
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
保
護
者
に
持
ち
帰
り
を

求
め
る
の
は
、
布
オ
ム
ツ
時

代
の
古
い
慣
習
で
あ
る
。
園

で
処
分
し
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き
だ
。

①
保
護
者
の
持
ち
帰
り
を
求

め
る
理
由
は

②
園
で
の
処
分
に
は
、
ど
の

く
ら
い
の
経
費
が
か
か
る
の

か
。

教
育
次
長

　
　

①
園
で
の
排
泄
回
数
の

確
認
の
た
め
で
あ
る
。

②
園
で
処
分
す
れ
ば
、
町
内

３
園
あ
わ
せ
て
月
々
約
12
万

円
の
増
加
。
年
間
で
は
１
４

４
万
円
と
な
る
。
園
で
の
処

分
は
大
量
の
留
め
置
き
と
な

り
、
不
衛
生
で
あ
り
、
感
染

症
も
懸
念
さ
れ
る
。　

問

問

答

問答

答

役場庁舎の土足化を役場庁舎の土足化を役場庁舎の土足化を

木 下  茂 樹

園
児
の
使
用
済
み

オ
ム
ツ
持
ち
帰
り

ル
ー
ル
の
見
直
し
を

質
問
２

質問１

害獣被害の対策は万全か

  説明会の開催や町内パトロールを実施
ー産業環境課長ー

川 岸  真 喜

質問１

役場庁舎の土足化を

  スリッパへの履き替えをお願いする
ー副町長ー

　
　

①
空
き
家
対
策
協
議
会

の
設
立
時
期
、
構
成
委
員
、

活
動
内
容
は

②
空
き
家
戸
数
と
率
は

③
特
定
空
き
家
は
何
軒
か
、

指
定
後
の
扱
い
は

④
自
治
会
が
主
体
と
な
っ
て

空
き
家
除
却
を
行
う
こ
と
は

可
能
か
。
そ
の
補
助
制
度
は

⑤
家
じ
ま
い
の
予
防
施
策
は

企
画
課
長

　
　

①
平
成
29
年
に
設
立
。

司
法
書
士
、
建
築
業
、
宅
地

建
物
取
引
業
者
な
ど
で
構
成
。

施
策
検
討
や
計
画
の
見
直
し
、

特
定
空
き
家
認
定
意
見
な
ど
。

②
29
年
度
調
査
時
点
で
２
６

１
戸
、
率
は
８
・
65
％
。

③
現
在
２
軒
。
権
利
者
に
対

し
是
正
措
置
を
講
じ
る
よ
う

指
導
・
助
言
を
行
っ
た
。

④
今
後
の
空
き
家
対
策
を
進

め
る
上
で
、
施
策
の
核
に
な

り
得
る
方
法
で
、
行
政
、
自

治
会
、
所
有
者
が
連
携
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

⑤
家
じ
ま
い
の
考
え
方
を
推

進
す
る
こ
と
は
有
効
な
対
策

と
考
え
る
。

　
　

①
農
地
面
積
、
農
家
戸

数
、
担
い
手
農
家
の
現
状
は

②
認
定
農
家
や
農
事
組
合
法

人
は
何
を
求
め
て
い
る
か

③
滋
賀
県
の
指
導
は

④
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
す
る

た
め
の
補
助
制
度
は

⑤
さ
ら
な
る
農
地
の
集
積
拡

大
は
考
え
ら
れ
る
か

産
業
環
境
課
長

　
　

①
面
積
は
４
９
８
ha
、

戸
数
は
２
０
３
戸
、
担
い
手

農
家
は
39
名
。

②
担
い
手
の
減
少
や
労
働
力

不
足
に
対
す
る
施
策
。

③
30
年
度
か
ら
ス
マ
ー
ト
農

業
推
進
事
業
が
展
開
さ
れ
、

最
新
情
報
の
発
信
を
強
化
。

④
新
た
な
補
助
制
度
が
創
設

さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

⑤
農
業
者
の
高
齢
化
や
労
働

力
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な

り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
農
地
の
集
積
拡
大
は

必
要
で
あ
る
。

　
　

①
第
６
次
総
合
計
画
の

中
で
、
重
要
戦
略
と
し
て
タ

ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

②
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
の
考
え
は

③「
潜
在
住
民
」
へ
の
セ
ー
ル

ス
、
自
治
体
認
知
度
の
向
上

策
、「
既
存
住
民
」
に
対
す

る
愛
着
心
の
形
成
を
促
す
た

め
の
具
体
的
取
り
組
み
は

④
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定

制
度
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は

⑤
県
内
魅
力
度
の
総
合
評
価

結
果
は

町
長

　
　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

聞
き
取
り
に
よ
り
、
広
く
町

民
の
声
や
思
い
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
、
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
を
取
り

ま
と
め
、
計
画
に
反
映
す
る
。

②
今
日
ま
で
あ
ら
ゆ
る
施
策

を
展
開
し
て
き
た
こ
と
で
、

地
域
イ
メ
ー
ジ
、
地
域
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
は
で
き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
滝
山
間
地
域
、

河
内
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
、

ブ
ラ
ン
ド
作
り
が
大
事
に
な

っ
て
く
る
。

③
多
賀
語
ろ
う
会
や
多
賀
の

歴
史
講
座
・
ま
ち
歩
き
の
開

催
な
ど
多
賀
町
を
知
る
機
会

や
話
合
い
の
機
会
を
設
け
て

い
る
。
ま
た
、
大
滝
小
学
校

６
年
生
を
対
象
に
、
県
立
大

学
の
協
力
を
得
て
、
地
域
へ

の
愛
着
心
の
継
承
を
促
す
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
多

賀
絵
馬
通
り
の
や
さ
し
い
道

づ
く
り
や
町
産
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
中
央
公
民
館
の

建
設
に
お
い
て
も
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

④
農
産
物
で
は
米
と
そ
ば
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
林
業
で
は
林
業
関
係

者
と
町
産
木
材
を
地
域
内
循

環
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
し
、

付
加
価
値
の
高
い
木
材
製
品

や
家
具
な
ど
の
木
工
品
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
観
光

で
は
歴
史
的
資
源
を
は
じ
め
、

魅
力
あ
る
資
源
を
活
用
し
、

発
信
し
て
い
る
。

⑤
評
価
に
一
喜
一
憂
せ
ず
に
、

町
民
の
期
待
に
応
え
る
よ
う

に
努
め
て
い
く
。

問

問

問

答

答答

松 居 　 亘

ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
は

質
問
２

尾 谷  忠 之

質問１

空き家問題の取り組みは

  早期に全体像を固めて取り組む必要がある
ー企画課長ー

まつ　 い　　　　わたるきの　した　　しげ　　き

お　 たに　　ただ　　しかわ　ぎし　　まさ　　き

質問１

「タウンプロモーション」は

  町の戦略として、営業、宣伝、発信が重要
ー町長ー

監視カメラに映っていたツキノワグマ監視カメラに映っていたツキノワグマ監視カメラに映っていたツキノワグマ

大君ケ畑地先大君ケ畑地先大君ケ畑地先
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が
出
来
て
、
多
賀
へ
の
移
住

と
同
時
に
、
大
滝
山
林
組
合

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
仕
事
は
、主
に
造
林
・

育
林
事
業
の
事
務
な
ど
で
、

ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
多
い
の
で
す
が
、
み
な
さ

ん
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
約
８
２
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
森
林
を
管
理
し
て

い
る
当
組
合
の
１
年
間
の
山

仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

春
は
、
雪
の
重
み
で
傾
い

て
し
ま
っ
た
植
栽
木
を
真
っ

す
ぐ
に
立
て
直
す
雪
起
し
作

業
。

　

夏
は
、
猛
暑
の
中
、
植
栽

木
の
成
長
を
妨
げ
る
草
な
ど

を
刈
る
下
刈
作
業
。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、

枝
打
ち
作
業
や
、
林
内
の
光

　

私
達
家
族
が
、
多
賀
町
小

原
に
来
た
の
が
、
２
０
１
６

年
の
12
月
で
、
早
い
も
の
で
、

も
う
３
年
近
く
が
経
ち
ま
す
。

　

私
は
、
多
賀
に
移
住
す
る

前
は
、
営
林
署
で
仕
事
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
高
取
山

と
、
当
時
、
担
当
で
あ
っ
た

八
ツ
尾
山
と
は
隣
り
合
わ
せ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ご
縁

山
の
仕
事
に
魅
せ
ら
れ
て
、多
賀
へ

第11回

環
境
を
改
善
し
、
造
林
木
の

枝
を
太
ら
せ
て
、
し
っ
か
り

し
た
樹
形
を
作
る
た
め
に
木

を
間
引
く
間
伐
作
業
。

　

そ
し
て
、
約
１
０
０
年
も

の
間
、
育
て
て
き
た
木
を
全

部
伐
採
す
る
皆
伐
作
業
が
あ

り
、
早
春
に
は
、
皆
伐
し
た

場
所
に
再
び
木
を
植
え
る
植

栽
作
業
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
の
作
業
は
、

森
林
を
よ
り
良
好
な
状
態
に

保
ち
、
琵
琶
湖
の
水
源
林
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
仕
事
で
、
大

変
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
の
２
月
に

は
、
当
組
合
の
管
理
森
林
す

べ
て
で
、
今
ま
で
の
山
仕
事

が
評
価
さ
れ
、
「
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ

国
際
森
林
認
証
」
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
ま
す
ま
す
仕
事

の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

小
原
の
み
な
さ
ん
は
、
日

頃
か
ら
温
か
く
接
し
て
く
だ

さ
り
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
山
仕
事
を

通
じ
て
、
多
賀
の
林
業
発
展

に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

移
住
し
た
き
っ
か
け
は

今
の
仕
事
は

山
仕
事
の
大
切
さ
は

こ
れ
か
ら
は

　

毎
年
、
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
多
賀
中
学
校
文
化

祭
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
。

　

部
員
一
人
一
人
が
真
剣

に
取
り
組
む
姿
、
と
同
時

に
「
さ
わ
や
か
さ
」
を
感

じ
ま
し
た
。　

　

指
揮
者
を
含
め
た
一
体

感
の
中
で
生
ま
れ
る
演
奏

は
と
て
も
素
晴
し
く
、『
さ

す
が
』
と
し
か
言
い
様
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
素
晴
し

い
演
奏
を
届
け
て
く
だ
さ

い
。

　

議
会
広
報
も
皆
様
に
楽

し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
充
実
し
た
内
容
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　

森　
　

令
三　

記

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

12月定例会の予定12月定例会の予定12月定例会の予定

※日程は、変更になる場合があります。

※座席は２１席あります。

・初日に提案された議案を採決します。

議員や町は、どんなまちづくりを考えているのか、直接、見て、
聞くことができます。是非お越しください。

議会事務局　☎４８－８１２６
　　　　　　　　 (有線)２－２０１１

川
村  

幸
義
さ
ん

（
小
原
在
住
）

か
わ
む
ら

ゆ
き
よ
し

・町長が町政報告と議案提案を行う。

１２月 ４日（水） ９：３０～  提案

・議員が町政について質問します。

１２月 ５日（木） ９：３０～  一般質問

１２月２０日（金） １３：３０～  採決

間伐作業間伐作業間伐作業

皆伐作業皆伐作業皆伐作業

川村ファミリー川村ファミリー川村ファミリー
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